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新着資料の紹介
資　料　室

　1）騒．A．∬bBoBa（1974）：「瓢ecTopo氷双eHHH　BepMnKy汀HTa　CCCP（ソ連の蛭石鉱床）」，ネー

ドラ出版所レニン’グラード支所，全ソ地質研究所報告，第216号，231p・，図58，表22，参200，22×16

cm（露文），UDG：553・678（47＋57）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1章　鉱床のフォーメイション　タイプ

　　　A群：超塩基性アルカリ岩・カーボナタイト・カリ塩基性アルカリ岩コンプレックス中のバーミ

　　　　　キュライトー加水黒雲母フォーメイションと加水雲母フォーメイション

　　　B群：新期花商岩類とアルカリ岩類を随伴した摺曲区の超塩基性岩・塩基性岩中のバーミキュラ

　　　　　イトー加水金雲母フォーメイションと加水黒雲母フォーメイション

　　　C群：アラスカイト質花闇岩と共存するマグネシア炭酸塩岩・アルモ珪酸塩岩コンプレックス中

　　　　　のバーミキュライトー加水金雲母フォーメイション

第2章　蛭石資源の品質評価基準としてのバーミキュライトと加水マグネシアー鉄雲母の鉱物学的特徴

　　　マグネシアー鉄雲母とその加水生成物の構造

　　　各フォーメイション　タイプの鉱床の雲母とバーミキュライトの特徴

　　　当該鉱物中の鉄と弗素の含有量と雲母の加水度との相関関係

第3章　タイプ別蛭石鉱床生成区の特徴

　　　摺曲区の蛭石鉱床生成区

　　　楯状地と卓状地の蛭石鉱床生成区

　　　中央山塊の蛭石鉱床生成区

第4章　蛭石鉱床の分布規則性

　　　風化殻中の蛭石鉱床の広域分布規則性

　　　各種マグネシアー鉄雲母濃集体の広域分布規則性

　　　蛭石鉱床の局地分布規則性

第5章　蛭石資源基地の現状とソ連全体・各地方の展望

まとめ

　2）A．　《．瀬麗TBeeB（1974）；「yroπbHue　MecTopo撒双eH朋3apy6e〉KHHx　cTpaH（外国の炭田）」，

アメリカ大陸・南極大陸編，ネードラ出版所，モスクワ，236p・，図54，表14，参18，22×15cm（露文），

UDC：553．94（6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

アメリカ大陸

　炭田分布の規則性と埋炭量

　北アメリカ

　　カナダ　　アメリカ合衆国　　アラスカ

　ラテン　アメリカ

　　メキシコ　　カリブ海の島々　　ベネズエラ　　コロンビア　　エクアドル　　ペルー　　チリー

　　ボリビア　　アルゼンチン　　ウルガイ

南極大陸

付図1一アメリカ合衆国とカナダの炭田
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豆一ラテン　アメリカの炭田

　3）　ソ連科学アカデミー　シベリア総支部ヤクート支部地質研究所（1974）：「瓢HHep翻orHH　gH双or－

eHHHHx　MecToPo凪AeH雌只KyT脳　（ヤクート地方内因性鉱床の鉱物学的研究）」，ナウカ出版所シベリ

ア支所，ノボシビールスク，211p．，22×15cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
B・JLΦ肥poBほか5：チュイバガラフ錫スカルン鉱床の鉱物と成因　　図5，表7，参21，p・3－41

B・JLΦ況poBほか2：銅一タングステン　スカルン鉱床　　　　　　　図3，表4，参7，p・41－64

B・JI・Φ肥poB；バリクメイ鉱床の鉱物共生　　　　　　　　　　　図3，表5，参21，P・64－92

JI。H，HH八oπeBほか2：サルィラフ金一アンチモン鉱床の構造と鉱物組成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5，表1，参7，p．92－108

几H．HHπo肥Bほか5：四面銅鉱に関する新資料とAg・Cu累質同像混合の問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，表5，P。109－119

几H。HH八o肥Bほか2：ベルホヤン地方西部の鉱床群産PbとAgの硫アンチモン化物にっV・て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3，参8，p。119－125
r．H．raM洲HH：ヤクート地方北東部における自然アンチモンの発見　図3，表3，参18，P・125－133

r・H・raM冊KH，双・A・KyハarHHa：アリャスキトボエロタングステン鉱床産累帯構造燐灰石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，表5，参24，p。134－147

兄B』KoB肥B，n．H．Jle6e双eB；ヤナ川・ボルラフ川河間地域の錫鉱床の生成温度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表2，参22，p・147－156
14・兄HeKpacoB，JL　B・CHnaBHHa＝Sn－S－H20系とSnO－Na2S－H：20系における錫硫化物と錫石の生

　成条件にっいて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5，表7，p・156－175

　4）　1夏。A・瀬匪甑ee協（1974）：「JlaHTaHoH八bl　B　pyノ疋ax　peAKo3eMe・πbHblx　u　KoMH・πeKcEb1x　MecTo－

po氷八eHH負（稀土類・複合鉱床産鉱石中のランタノイド）」，ナウカ出版所，モスクワ，237p・，図94，表

78，参208，26×17cm（露文），UDC：553。493：550・42

　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
はじめに

分析データとその解析法

第1章　狭義の稀土類熱水鉱床　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　セリウム弗素炭酸塩・セリウム燐酸塩鉱床　　イットリウム弗素炭酸塩・セリウム燐酸塩鉱床

第2章　内因性複合稀有金属鉱床

　　稀有金属アルカリ花閥岩交代岩　　稀有金属霞石閃長岩　　稀有金属カーボナタイト　　稀有金

　　属片麻岩　　含タンタル変花嵩岩・含タンタルペグマタイト

第3章　外因性複合稀有金属鉱床

　　風化殻　　砂鉱　　化学源堆積鉱床

第4章　放射能原料資源

　　ウラン鉱　　トリウム鉱

第5章黒色・有色・多金属鉱床

第6章　非金属鉱物資源

　　燐酸塩鉱物資源　　螢石鉱物資源

第7章　国内外の各種生成タイプの稀土類鉱床産鉱石中のランタノイド分布

　　稀土類鉱床の主な生成タイプ　　外国における稀土類元素の用途と産地　　ソ連の各生成タイプ

　　別稀土類鉱床産鉱石のランタノイド分布とイットリウム含有性

まとめ
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　5）全ソ地質研究所（1973）；「BoHpocH30Ha筋HocTH　gH八oreHHHblx　MecTopo撒双eHH益（内因性鉱

床累帯配列の諸問題）」，モスクワ，231p・，27×18cm（露文），UDG：553・26：553，062／．067（47＋57）

　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
A・C　HHKaHopoB：ペグマタイト岩体とペグマタイト田の累帯配列につV・て　　図10，参46，P・3－26

双・B・PyH八KBKcT，B・K・双eHHceHKo；グライゼン鉱床鉱脈田の扇状・弧状構造と鉱体の累帯配列

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図15，参17，p。27－50

》K・双・HMKO抽CK朋＝ベト＝パク＝ダラー稀少金属鉱床田のメタロジェニック累帯配列

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表2，参42，p。51－69

r・巫・yTexHH：ザカルパチア地方の内因性鉱床累帯配列のタイプ　　　図1，表1，参22，p・70－80

B・B・qynpOB：中部ザバイカル地方における錫鉱床とタングステン鉱床の累帯分布につv・て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参13，p．81－92

B・K・八eHHceHKO：中部カザフ地方カラオバ稀少金属鉱床におけるタングステン鉱化作用の累帯分布性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，表1，参17，p．93－101
瓢・H・BOHH，A・H。Ka3aK：ザウラル＝オルスク地方クマクニコタンスン擾乱帯の稀少金属鉱化作用・金

　鉱化作用の累帯分布につV・て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，参12，p。102－111

H・H・HlyMCK朋；内因性分散ハローの累帯配列と潜頭鉱体探査へのその意義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表1，参5，p．112－122

H，B・JhXHHUK朋；コラ半島ぺ一チェンガ銅一ニッケル硫化物鉱床の垂直累帯構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，表1，参6，p．123－133
F．B．H照KCOH，赫。Φ・KyTHpeBa：カリ長石中のカリウム・ルビジウム・セシウム濃集累帯分布要素

　としての構造的解釈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5，表3，参44，p．134－151

14・F・naBみoBa，几B・Py瓢KBKcT：鉱脈周辺グライゼンの累帯配列の特徴につV・て参19，P・152－161

F。H．EHHKeeBa：中部カザフ地方スカルン鉱床田の累帯配列における緑れん岩の役割

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，表5，参4，p。162－178
F・T・BoみocTHblx；粘土化岩鉱化部・非鉱化部の累帯配列の特徴　　　図12，表5，参23，p．179－197

A．双，皿eMoB＝鉱床生成帯の分類原則に関する批判　　　　　　　　　　　　　　参28，p。198－203

K）．B．Ka3H恥IH：浅熱水性鉱床周縁粘土岩の交代累帯構造　　　　　　図4，表11，参11，p・204－227

　6）　ウクライナ共和国科学アカデミー燃料地質・地球化学研究所（1974）＝「FeoハorHH　K　Ho諏e3Hue

HcKoHaeMHe　co配HocHHx　To皿皿（含岩塩層の地質と鉱物資源）」，ナウコバ　ドウムカ出版所，キーエ

フ，240P．，27×18cm（露文），UDC：552。53＋553

　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
B・H・KKTuK，0・H・rIeTp四eHKo：ウクライナの含岩塩層系，それと関係ある鉱物資源，国民経済で

　の利用の展望　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，参37，p・5－14

r。H．πo涯eHKO；油田・ガス田区における岩塩ドーム構造分布規則性にっいての問題によせて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図9，P。14－25
B。C．〉KypaBみeB；現世深海と海盆における岩塩層構造地質現象　　　　　　　　　　　参68，p．25－32

r・E・一A・A蜘eH皿Ta八丁，赫・B・ropΦyHKe砧：岩塩層構造地質形態とマグマ作用形態の基本分類にっ

　いて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1，参7，p．32－36
B・K・FaBPH皿，JI・H・P只6qyH3ドニエプル＝ドネツ凹地岩塩層系の形成における深在断層の役割

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，参6，P．36－41
B，A。Pa3HHUHH；大ドネツ盆地のアウラコゲンの発達とドニエプル＝ドネツ凹地におけるデボン系岩

　塩層堆積作用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参18，p，41－47

瓢。n．ΦHBer；火山作用と岩塩層堆積作用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参20，p．47－52’

H・瓢・π濫HHoP瓢3e，B・H・PaeBcKH伽ハロジェネシスの諸問題　　　図3，表2，参26，P，52－60
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H．A．KyAp冊皿eBこ「蒸発岩」の交代起源に関する新資料　　　　　　　　　　図3，参19，P・60－66

B。H．Co3aHcK噛：ハロジェネシス問題に対する諸批判　　　　　　　　　　　　　参23，p・66－70

0・H・neTpHqeHKo；岩塩層生成条件に関する情報源としての鉱物中の包有物　　　　表1，P・70－73

0．H．neTpHqeHKoほか2：ウクライナ地方古期塩水盆の塩水組成について　　　　　参7，P・73－77

B・H・yTpo6KH：前カルパチア前陸盆地モラッセ中のハロゲン層の位置と役割　図3，参17，P・77－86

π・B・Fyp撒H伽前カルパチア盈地と後カルパチア盆地ハロゲン層の堆積相と堆積条件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参14，P。86－90
0・瓜．Ka3aHueBほか6：沿カスピ海凹地南西部のハロジェネシスとテクトジェネシスの研究法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図8，参31，P。91－100
m。B。FopΦyKKeπb，r。H・C肥HaKOBa：沿カスピ海凹地の二畳紀後期，中生代，新生代における擁下

　の性質にっいて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6，参9，p・100－108

BT．Ky3HeuoB，JI．B・K翻aMKapoB；東ヨーロッパ卓状地南部古生代含岩塩層の比較解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，P。108－119
A・E．ATeeB：ソ連の稼行岩塩鉱床の地質構造と探査法　　　　　　　　　　　　　図6，P．119－127

A・H．BOKyH：ソロトバ凹地岩塩層構造の構造物理的モデル化の諸結果について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表2，p．127－133
C・m・KopeHeBCK蘭：ハロゲン層系とその母岩に関係ある有用鉱物コンプレックスの分布規則性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，表1，参25，p。133－146
M・A・K五KMOB：前カルパチア地方含カリ岩塩層系とカリ塩鉱床探査の展望

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，参7，P．146－156
E・Φ。CTaHKeBKqフK⊃．B．BaTa朋H：大陸ハロジェネシスとそれに関係ある鉱物資源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3，参18，P。156－162

B・B・B汀aroB瓢oB：中央アジア陸成岩塩層系　　　　　　　　　　　　　　図1，参6，P・162－165

A・双・BPHTqeHKOほか5：ドニエプル＝ドネツ凹地南縁帯デボン系岩塩層系の相交替と石油・天然ガ

　ス胚胎性の展望にっいて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，参3，p・166－171

B・B・Ko孤o八H貢；含岩塩層系発達地域の水理地質学的諸特徴　　　　　　　　表1，参8，p・171－176

C・C・Ko駆OBほか2；岩塩ドーム層と同被覆層の地下水の水理力学的・水理地球化学的相関性につい

　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表2，参3，p・176－183
瓢・F・Ba朋田KOほか4＝ステブニク加里塩鉱床含岩塩粘土孔隙水の化学組成の形成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，表1，P。183－190
E・H・By凸HHほか3；ウクライナ共和国の自然硫黄鉱床と硫黄胚胎性の展望　　　参12，p・191－196

A・H・OTpe皿Ko：岩塩ドーム構造の帽岩のタイプと硫黄胚胎性の展望　　　表1，参9，P・196－20屡

八・H・naBπoB：粗粒玄武岩貫入体接触帯における岩塩の変成と含鉄熱水の生成問題参24，p・204－208

E・Φ・瓢a肥eB：前カルパチア地方の火山作用とその岩塩モラッセ鉱床形成に対する影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参27，P．209－2M
赫・八HapoB，C・yTer飢HeB：風化残留層の構造の特徴一カリ塩探査の指標　　図6，参11，p・21Q24

H。14。BaHepa，A．JL　npoTonoHoB：ハロジェネシス過程の周期性に関する問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参17，p．224－229

　7）A．E．　《a凪凪躍（1974）；「瓢eToπoπor四ecKHe　ocHoBHpa3Be八KHHo汀e3HHx　HcKoHaeMblx（鉱

物資源探査の方法論）」，ネードラ出版所，モスクワ，271p・，図97，表18，参81，24×18cm（露文），

UDC；550．8

目　次
第1章　地質学的探査原則

　　概要
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　　　鉱物資源と地質構造単元・同空問配列規則性との関係

　　　鉱物資源の鉱物組成と化学組成の特徴

　　　鉱床の工業的タイプと鉱床田の構造

第2章　鉱物資源の不均一性研究の原則

　　　概要

　　　地下における岩石の不均一性と有用鉱物集積体の地質学的性質

　　　不均一現象の規模とその分類原則

　　　自然鉱物資源生成体の構成単位

　　　不均一性要素の線尺度と試料の大きさによる不均一性の分類

　　　不均一性要素の線尺度と測点間隔による不均一性の分類

　　　自然鉱物資源生成体の構成の異方性

　　　有用鉱物の性質研究の特質とその測定易変性にっいての概念

第3章　探査の工学的・経済的前提

　　　基本概念と用語

　　　自然鉱物生成体の地質的・工業的評価に対する，またその性質の易変性の概念に対する生産需要

　　　の影響

　　　地質探査過程と地質的・経済的評価過程における研究対象にっいての概念の変化

　　　最低品位決定の理論と応用の現状

　　　不毛岩部の最高許容規模と鉱床胚胎係数の限界値

　　　鉱物資源構成体の地質的一工業的モデル

第4章　探査の方法と原則

　　　概要

　　　探鉱坑道などのシステム

　　　探鉱坑道内での観察とサンプリング

　　　探査量の評価

　　　探査の基本原則

第5章　地質調査過程における基本認識法としてのモデル化

　　　モデル化の課題，対象，種類

　　　鉱床・鉱体のグラフィックニモデル化と立体モデル化

　　　有用鉱物の性質の鉱山幾何学的モデル化

　　　地質数理的モデル化の原理

　　　地下の鉱物資源の性質のモデル化

　　　地下の鉱物資源の観察可能な性質の不均等性のモデル化

　　　地質調査過程のモデル化

第6章　統計的モデル

　　　研究史概説

　　　統計的モデルの本質と適用条件

　　　地質調査課題解決へのモデルとして利用される理論散布度

　　　経験的資料と理論的モデルの調和チェック法

　　　パラメータの評価

　　　各種散布度条件下における間隔の評価

　　　仮説の検討

　　　2次元モデル

　　　多元モデル

第7章　固体力学的モデル

55一（55）



　　　　　　　　　　　　地質調査所月報（第27巻第1号）

　　　研究史概説

　　　固体力学的モデルの本質と適用条件

　　　固体力学の基本概念

　　　地下における鉱物資源の性質変化状況把握のためのモデルの応用

第8章　静遇然函数型モデル

　　　研究史概説

　　　静遇然函数型モデルの本質と適用条件

　　　遇然函数理論の基本概念

　　　地質調査パラメータのモデル化への静遇然函数計算適用の可能性

　　　地質調査課題解決への遇然函数特性の適用

第9章　多調和遇然函数型モデル

　　　研究史概説

　　　多調和遇然函数型モデルの本質と適用条件

　　　遇然函数のスペクトル組成の概念

　　　地質調査課題解決への本モデル適用の可能性

第10章　地質調査の実際における各モデル適用効果を規制する要素

第11章　サンプリングの理論的基礎

第12章　探査鉱量の評価と地質調査パラメータ平均値の評価

まとめ

　8）　ソ連科学アカデミー　バシュキール支部地質研究所ほか（1974）：「TeKToHKKa　H　MarMaTH3M

K）凪Horo　yp翻a（南ウラルの構造地質とマグマ作用）」・ナウカ出版所，モスクワ・291p・・27×18cm

（露文），UDC：55L24355L213551・22（470・5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

r・C・CeH肥HKO：南ウラルの構造地質の基本問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　参猛，p・3－8

n・Φ・CoHKo，瓢・A・KyπarHHa；地塊構造に関連したマグニトゴルスク大複向斜マグマ作用の発達

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参30，p。8－22

B・A・PoMaHoB：南ウラルのテクトジェネシスの主要段階と主要相　　　　　図7，参14，P・22－34

0．A．KoH八H甜H，A。F。Ko瓢Ha齢；ウラルにおけるタンジェンシャルな転位とその変種・生成期・落

　差表1，参19，p。35－41H・C・OrapKHoB，r・C　CeHqeHKo：南ウラルの潜優地向斜帯　　　　　　　　図2，参30，P・41－53

瓢。A．KaMa涯eU冊oB，T．T．Ka3aH双eBa：ウラルその他の摺曲区のオフィオライト＝コンプレックス

　の構造的位置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参22，p。53－58

K・n・nπK）cHHH；ウラルの摺曲構造の累帯性と発達段階性　　　　　　　　　　図1，参17，p・59－66

rI．H。IHBe双OBほか4：ウラル＝バシュキール地方西斜面のリーフェイ期構造フォーメイション帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参19，P．66－75

n．E。0ΦΦMaH，9．A。By田；押しかぶせ構造問題と関連づけた南ウラルの構造地質について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，P．76－79

0・B・Be朋aBHH，H・Φ・TaBPHH：ウラル地方地殻中での花闇岩山塊と超塩基性岩山塊の配列

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参23，P，79－83

A．n．Po顯ecTBeHcKH顔南ウラルの後ヘルシニア構造発達史　　　　　　　　　　参49，P・84－90

H・C・BaxpOMeeBほか2：マグニトゴルスク大複向斜の構造とマグマ作用の発達段階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，参37，P．90－101

A・C・Bo60xOB：南ウラル地方バシュキール地域のデボン紀中期の火山作用と構造地質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表1，参21，p．101－107

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56一（56）



新着資料の紹介（資料室）

B・A・瓢acmB，n・B・Ap氷aBHTHH；マグニトゴルスク大複向斜の火山源コンプレックス生成期と火山

作用段階　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参6，p．108－114

C・B・Py以e瓢eB：ウラル地方サクマル帯の構造的位置と内部構造　　　　　図2，参12，P．114－121

B．14．Ko訓oB，A，A．na耶oB：南ウラル地方のバシュキール大複向斜とウラルタウ複背斜の関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参11，p．121－129
B。H．JleHHblx，B・H，neTpoB：構造発達史と関係ある南ウラル西斜面岩層の変成とマグマ作用につい

　ての新資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表4，参36，p．129－141

14・B・CepaBKHH＝マグニトゴルスク大複向斜西翼における初成火山構造と地体構造の関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表1，参13，p．141－148
B・瓢・Ca双PKCmMOB3南ウラル地方シノレル系・デボン系下部火山源堆積層系の古構造地質的堆積条件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，参7，P．149－155
A・m・BHHorp既OBほか5：ウラル山脈オレンブルク地方の古火山復元による硫化鉄鉱鉱層の構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参15，P，155－162
C・F・「pe皿Hep：ウラル地方タギル＝マグニトゴルスク帯の地向斜火山作用の進化と構造発達の諸特徴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，参7，P．163－167
H・H・Xa肥BKHほか4：地震観測データによるマグニトゴルスク凹地の地殻図3，参35，p・168－176

B・B・CaMoほか6：ウラル山脈オレンブルク地方の地質構造・マグマ作用発展の特徴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参10，P。177－185
P。F，rapeUKH藪，H．B．瓜a恥只H：石油・天然ガス胚胎性の展望に結びついた西および南プリムゴジャ

　ル地域の深部構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，参14，p・185－192

兄A・PHXTep，瓢・A・KPHrep：マグニトゴルスク大複向斜東翼におけるデボン紀中期火山源コンプレ

　ックスの地質構造の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参7，p。192－198

几H・Ca朋xoB＝マグニトゴルスク大複向斜の造山性花闇岩類　　　　　　　　　参7，p。198－200

B．r。KOPHHeBCK曲ほか3こムゴジャル地方サクマル緑色岩帯・西緑色岩帯のマグマ作用とその構造

　帯区分上の意義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表1，参8，p．200－206

B・几瓢ar砥eeB：ウラル山脈地質発達史の構造地質一マグマ作用周期性によせて　　参15，p・207－209

A・A・CKpHHH最；南ウラルにおける地向斜摺曲生成機構のタイプ　　　　　　図5，参9，P．209－220

A・瓢・KocapeB，JI・H・ConKo：南ウラル地方マカン＝ブリバイ地区プレンドィク累層石英安山岩一流紋

　岩層の構造と生成条件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，表2，参15，p・220－232

B．B．Pa双qeHKo，A．B・K汀oqKxHH；南ウラル地方クラカ超塩基性岩山塊区の構造的位置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表2，参11，p．232－241

几F・O氷HTaHoB＝クラカ山塊区の地質とその押しかぶせ構造説に対する批判　　　参10，p．242－249

A・K・3aMapeHoB：前ウラル前陸盆地南部の構造　　　　　　　　　　　　　図2，参17，P・250－257

r・H・CaMaPKHHほか3：ウラル山脈オレンブルク地域ヘルシニア期後期花嵐岩山塊の岩石化学組成と

　鉱床胚胎性に対する構造地質的生成条件の影響　　　　　　　　　　図2，表2，参6，p・257－269

｝4・B・》K瑚H，K）・n・Bepπ田rHH；ニャゼペトロフスク地区火山源岩の組成と構造的位置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参3，p，269－271
瓢・A・FaPPHCほか2：同位体年代研究によるウラル地方のマグマ作用・構造地質の討論問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参34，P．271－279

　9）　ソ連科学アカデミー実験鉱物学研究所（重973）：「Φa30BHePaBHoBecH兄H　HPo皿eccH　MHHeP訓o－

06pa30BaHH只（相平衡と鉱物生成過程）」，（OqepKHΦH3HKo・xHM四ecKo茸HeTpomrHH），Bbln・皿，ナ

ウカ出版所，モスクワ，255p。，27×18cm（露文），UDC：550．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
几JI・He鮮yK；深成岩中のCa一単斜輝石との平衡　　　　　　　　　　　図4，表5，参39，p・3－11

57一（57）



地質調査所月報（第27巻第1号）

H。H。HBaHoB，B，Φ・FycHHHH；SiO2－NaAIS三308－A1203－H20系のT－P平衡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表1，参9，p．11－15

JI。几nepqyK，B・A・CyBopoBa：黒鉛一ダイアモンド相転移領域におけるCO・CO2の逃散能の熱

　力学的計算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，表3，参4，p・15－18

K。H。皿My諏oBH“；GaO－MgO－SiO2－CO2系の鉱物平衡ダイアグラムと接触変成問題への2・3の適

　用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図7，表4，参29，p。19－35

B．H。CopoKHH，H。H。Be3MeH：6000C・1，000kg／cm2の場合に塩化物溶液と平衡するZn－Fe－S系の硫

　化物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，表L参7，p．36－42

B・Φ．「ycb1HHH：パラゴナイトの熱力学的性質　　　　　　　　　　　　　表1，参11，p．43－45

H』．HeKpacoB：熱水条件下のMgO－CaO－B203－H：20系の実験的研究図10，表1L参35・P・46－71

C・H・KOPHKOBCKH益＝変成作用による白雲母一フェンジャイト質雲母の組成の変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図18，参35，P・71－95

B・H・ΦoHapeBほか3：三斜晶系ポリタイプ1Tkの合成葉蝋石　　　　図4，表4，参15，p・95－103

P．A，HeKpacoBa，H．兄HeKpacoB＝500℃，1，000気圧下でのLa203－SiO2－B203－H20系の相関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5，表7，参27，p。103－118

r．rL3apa伽K雄，B．H．3blp朋oB：花歯岩のアルカリ交代作用の実験的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図19，表14，参38，p．119－156

K）．B．A肥xHH：浜過過程の流体力学と浜過効果　　　　　　　　　　図3，表4，参65，P・157－193

JI・双・Kyp田aKoBa：ヘデンベルグ輝石の熱水合成に対する溶液の酸度一アルカリ度の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図10，表7，参14，p。194－206

K）・E・roP6aTH敢，F・B・BoH八apeHKo：高温・高圧下での水の分子スペクトル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図10，表4，参79，p．207－231

B・B・CypKKoB，F・B・BoHAapeHKo；赤外線吸収スペクトル法によるカミングトン角閃石の構造の結晶

　状態別Mg2＋およびFe2＋配置の研究　　　　　　　　　　　　　　図4，表4，参14，P・231－240

T・A・3H60poBa，H・兄HeKpacoB；La203－B203－SiO2－H203系醐素珪酸塩溶液の赤外線吸収スペクト

　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，表2，参15，p。240－246
m・B・3He価6ayM：高温・高圧下の液体密度および液体一液体限界張力測定装置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4，表1，参16，p．246－248

　10）　ソ連科学アカデミー　シベリア支部ブリヤート出張所（1970）：「PyAoHocHocTb　H　cTpyKTyPbI

pyπHHx　MecTOpo凪八eH雌Byp肛oKo負ACCP（ブリヤート自治共和国の鉱床胚胎性と鉱床の構造）」，

地質学部門報告，地質学編，BbmycK2（10），ウラン＝ウデー，153p・・27×18cm（露文）

　　　　　　　　　　　　　　　　　目　次
K）・m・Ba凪HH，A・双・双apK以aHoB；北バイカル高原の含マンガン鉱下部古生層　図3，参6，P・3－18

K）・n・FyceBほか2：ザバイカル地方南西部モルスキー山脈原生代後期イタンツァー累層の堆積相と

　マンガン鉱床胚胎性にっいて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参5，p・19－27

K）・H・ByTOB：ビチム高原北西部の古生代前期堆積岩層系と火山源一堆積岩層系の鉱床胚胎性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2，参18，P．28－40
E・E・BaTyPHHa二地塊構造とジダー鉱床生成域中生代メタロジェニーとの関係にっV・て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参13，P・41－51

C・A・rypy配B：鉱脈と岩脈に充填された空隙の生成機構にっいて　　　　　　図10，参12，P・52一磁

「・C・PHnn：クルバ鉱床生成域多金属鉱床群の鉱石組成と地球化学的特徴図4，表3，参9，p・65－78

r・A・ΦeoΦKπaKToB；東サヤン・地方トウマヌィ地区金鉱脈群分布位置の構造条件　　　図1，P・79－82

P・3・ApxHnqyK：西ザバイカル地方螢石鉱化体の生成条件にっいて　　　　　表1，参7，P・83－89

F・A・ΦeoΦHmKTOB：東サヤン地方キトイ＝ウリク鉱床生成節の花商岩類山塊と金鉱床との成因的関係

58一（58）



　にっいて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，参19，p。90－100

C　A．Fypy配B；アルミニウム資源としてのプリバイカル地方北部藍晶石片岩利用の見通し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3，表2，参21，p、101－109

n。B．OcoKKH：モルスキー1⊥1脈燐灰土の物質組成とタイプにっいて　　　　　　　参1，p．110－U6

K・r・Ba田Ta：モロデジュノエ温石綿鉱床　　　　　　　　　　　　　図5，表1，参9，p．117－131

0．B．CoKoみoB：チェレムシャン鉱床石英資源のタイプと品質　　　　　　　表5，参2，p．132－146

B。H。Kapac叩oBa，F．H。TyroBHK：バイカル湖南東沿岸の鉱床生成区と鉱物共生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1，表1，参5，p。147－152

59一（59）




